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は じめに
中国政府は､建l EJ以来､とりわけ改革開放以来､都市と農村の格差を縮小 して二元的経済構造を
解消するためにずっと力を注いできた.そしてこれまでに､人民公社､双層経営体制､社会主題新
農村建設､都市と農村の共同開発 (城郷練等)など一連の制度改席を通 じて､積極的な成果を得て
きた｡しかしながら､同時に中国の二元的経済構造の頑固さも現れてきた｡二元的経済構造を解消
して農村の発展と転換を推進することは､依然として重大な歴史的任務であるO
以下では､第 1節で中Bl巌村の発展と転換を歴史的に 6段階に区分 して､第 1期から第 6期まで
それぞれの時期の特徴を明らかにする.ついで第 2節では､現代中国農村の発展と転換に関してと
くに重要な 5点について述べる｡ 
1.中国農村の発展と転換の段階区分 
1 1. 第 1期 (1952-1978年) :都市と農村の二元的構造が顕著となる段階
都市と農村の格差を解消することが社会主義建設の-つ重要な任務であるo Lかしこの目標は､
当然理想だけでは実現できない D LI_産力の発展に甚づいて､格差の解消が可能となる｡新中国の建
国の初期には､｢百廃待興｣な経済局面と緊張した国際情勢に直面して､まず工業化の目標を達成し
なければならなかった｡そのため､わが国は重工業の発展を優先する工業化戦略を選んだ｡ しかし
塵工業は資本集約型産業であり､発展させるためには資本投入を増加させなければならなかった b
貧 しい農業国として､資金を集め､韮上業発展戦略を優先的に実現するためには､非経済的な強制
手段を用いて､農業から工業化のために必要な資本を獲得 しなければならなかった｡ 1 953年から､
鹿産物の ｢続騰統錦｣政策を実行 した｡国家は､工業化を順調に推進するために､農業副産物を市
場平均価格よりも低い価格で買い付け､工業部門の従業員の給与と生活費を抑えた｡国家は､すべ
.書林大学マルクス主義学院､農村開発研究センター教授 
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ての ｢農業剰余｣を工業建設に投入するため､尉 寸で人民公社制度 と ｢城郷隔絶｣戸籍制度を推進
した｡同時に､農民に対してすべての生産手段を儀業に投入するように要求 し､国家が規定する品
確 と教生で農産物を生産させ､商品 ･生産手段 ･労働力の都市と戯相聞の自由な流通を切断 した0 1 
52-1919 78年に､同家は工業と巌業の商品価格の鉄状価格差を利用 して､数千億元を蓄積 したO
また､毎年､巌民が国家に出す康菜税は 27-32億元であった｡さらに､農民の貯蓄によって､国家
は約 155,5億元を蓄積 したりこれら三つを合わせて､国家が廃業で蕃和 した資金は約 4452倍元に達
し､年平均約 171億元であった｡この資金が同民所得の貯蓄に占める比率は､1978年を除いて､す
2.
べて 3 以上であった｡ 
この戦略の実施は､もちろん中岡工業化の長期的な発地を推進 し､中国に完備 した国民経済の基
礎を打ち立てたo Lかし虚 し業が資本集約型の産業であるために､労働力溜要は限られ､搬村の余
剰労働力の転換は難 しかった｡ここから､郡市と脇付の経済社会発展の格差は急速に拡大 して､都
0% 2
市と農村の二元的経済構造の特徴が顕著に示された｡都市と農村の二元対比係数 Jは､1952年の 0
4.から 1992年の 0.14に Fがり､ ~~元コン トラス ト指数 4は､1952年の 0.33から 1977年の 0 5まで
上昇した (図 1参. 0i)(q
1952-20
6 6
T 
S
∞ 6 T 
N
∬ 
t 
F J
.L
t 
T
9
6t 
0 0
CJb6  
E j
C^
 
[
52-
図 1 06年中国の二元対比係数と二元コントラス ト指数 
∪
545 
3 
5 
2
5 
1
50 
.
4.3 
.
2 
.
1 
.
0 
0 
.
0
.0 
. 0 
.0
. 
00000 
i 7
9
6 
9
J
r j
t 
∞ 
∞( 〓 
( )I .N m C C
L j
,か
N 
E I (
) ( )
()ト( こ
寸L 9
r H 
9(
) C
T.j r G
t 
L j
L jr j
一◆- 対比係数 -トコン トラス ト指数
6
1T = =
G
t 【 
).出i19
亦曽串 r中国城多二元紛折的形成和杭変分析』､ 『手刀与英践』2 
年のデータは､満帆 F交易放串､分1.2001 碗退与二元韻新譜的特化』(上海三験瀬局､2007年) 
F･008f第 2期. 
2日政 ･郭克汐 ･碓井仔 『カ什J久重走新型工此化道路』､ 『幾許日服』2002年 2月 19El
R二元対比係数 .農美の相対的労働生産性と非腹案の相対的労働生産性の比率を指すC二元対比係数の値が小
さいほど二元的経済榊壇は著しくなり､逆の場合には二元的経済構造は著しくなくなるD柘凡 打交易効率,分
工演逆与二元牲折節杓轄化』､上海三聯T) 07年E店､20 '･3月､208ページ,
08
｣二元コントラスト指数 二つの部門での生産櫛の比塩と労働力の比節の差の絶対数の平均値を指す.コント
ラスト指数の値が小さいほど二元的経済柵道は著しくなり､逆の樹倉には二元的経折捕適は著しくなるQ南凡､
前掲番､2 --ジ｡ 
l
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209ページのデータを整理して作成した02002-2006年のデータは､『q｣匡l統計年鑑』のデータを計許して作成
した｡ 
1. 2.第 2期 (1978-84年):都市と農村の二元的構造が弱まる段階 
1978年､中国は農村改革を開始して改革の詩を上げ､｢家族請負経営責イ≡捕 り｣を主とする政策を
実施した｡農村の自由市場と長距離輸送を回復させた上で､多角的経営を許可し促進した｡また流
通血では､農産物価格と農村経済を市場化する改革を行い､農村住民に十分な経営自主権を与え､
鹿産物買い上げ価格を引き上げた｡ L979年から､種もみ､搾油用作物､綿､砂糖､ブタ肉の買い上
げ価格を 17.1%引き上げ､超過買付の価格割増し分を 30%から 50%-引き｣二げて平均価格を 22】%引
き上げた｡
これらの政策は､農民の相極性､主体性､創造性を十分に引き出したので､穀物と他の崩産物が
大幅に増産となったd1978-1984年に､中国廃業は毎年 7.7%の成長率を維持した上､農業生産額が
国民所得に占める比率も 32.8%から398%まで上昇した｡5 農村消費市場が急速に拡大したために､
消費財に対する巨大な帝要が形成された｡それによって消費財工業の発展が促進され､軽工業が工
業生産額に占める比率は 198年の 4 0O 94年の 4.%まで上昇した｡また､巌英と軽工業の7 31/から 18 74

発巌によって､電工業も長期的な自己循環から抜け出し､農業と消費財工業の発展に貢献するよう

になった｡ 6

農村改革の成功は､都市と農村の強聞な二元的構造に変化をもたらした｡都市と農村の二元対比
係数は 1978年の 0.16から 1984年の 0.26まで上昇し､二元コントラス ト指数は 1978年の 0.42か
ら1984年の 0.32まで低下した (図 1参照)｡都市住民の所得格差にも縮小傾向が現れた｡都市住民
と農村住民の所得比率は､1978年の 257.1から 1984年の 1.84:1に低下した｡ 
1. 3.第 3期 (1985-92年):都市と農村の二元的構造の特徴が強まる段階 
L985年以降､わが国の改革の中心は農村から都市-移った｡就業面では､企業は労働契約制を中
心とする改革を実行した｡所得分配融では､企業と機阻､事業単位は､給与制度の改革を実行した.
社会保障面では､国有企業とほとんどの町の集休企業で養老年金の統一的管理を推進 し､機関､事
業単位と一部の廃村も養老保険制度の改革実験を行った. J'同時に国有企業の改革を行い､非国有
経済の発展を促進 し､社会全体の固定資産投資規模を拡大した｡ 1984-1988年に､社会全体の固定
資産は 214%増大したため､都市経済の急速な拡大を促進 したo農相では､1984年の穀物大豊作以後､
国家財政は対農業投入をますます減少させていった｡】990年に､全国の社会保障支出 1103億元の 
5 林毅夫 『中国塩析ヤ選』､北京大学.+.版社､2008年 7月､149ページ0
 
6 夏耕 『中国城多二元韓併錆的特化研究』､北京大学出版社､2005年 12月､85ページ
C 
7 礼拝智 町噸起与超越』､人民大学出版社､2008年 11月､428ページ｡ 
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中で､対都市の社会保障支出は 977億元で､支出総額に占める割合は 88.6%であった｡それに対し
て農村での支出は 126億元だけであった｡都市では 1人Ylたり 413元で､段村では 1人当たり 14
元しかなかったので､約 30倍の格差が生じた,国家財政における衛生事業費の中で農村合作医療-
の補助金は L992年に 3500万元にすぎず､全国衛生事業掛 こ占める割合は 0.36%しかなかった｡8 数
多くの耕地では水利施設が故障して放置され､土地に対する投入は口々減少していき､多くの耕地
が占有された｡結局､わが国の二元的経済構造の軒徴は､また強まった｡都市と農村の二元対比係
数は 1985年の 0.24から 1992年の 0.20に低下し､二元コン トラス ト指数は 1985年の 0,34から 1992
年の 0.37に上昇した (図 1参照)｡同時に､都市と旗村の所得格差に拡大傾向が現れ､都市住民と
農村住民の所得比率は 1985咋の 1.86･1から 1992年の 2.58:1に と昇した｡ 
1.4.第 4期 (1993-96年).都市と農村の二元的特徴が強まる勢いが-時的に抑えら
れた段階
この段階では､第 2次康民土地詐負制度を実施し､請負期限は更に 30年延長された.土地使用権
は法律に基づいて有償譲渡を実施し､穀物と綿などの農産物の買い上げ価格を大幅に向J-させたO
これらの政策は､労働者と農民､都市と農相の共同発展に利益があり､都市と農村の格差は縮小し
た.,二元対比係数は 1993年の 0.19から 1996年の 0,25に上昇し､二元コントラス ト指数は 1993
年の 0.37から 1996年の 0.30に低｢･-した (図 1参照)｡同時に､都市と農村の所得格差にも縮小傾
向が現れ､都市住民と農村住民のTiF得比率は 1994年の 286:1から 1997隼の 2.47･1-低下した. 
1.5.第 5期 (1997-2001年):都市 と農村の二元的構造が再び強まる段階 
1997年′うゝら､｢ソフトランディング｣のマクロ政策の実施に伴って､中岡のマクロ経済情勢には
深刻な変化が発生した｡経済成長率が低下し､物価が F一落し､失業者数が大幅に増加し､就職圧力
が高まり､国民経済はデフレの時期に入った｡政府は､需要を刺激して消費を拡大するために､積
極的な財政政策と慎重な金融政策を採用した｡政凧 ま､失業者を無料で教育し､市民の最低生活保
障の標準を引き上げ､国債を発行 し､公務員と叫叢単位人員の給与を引き上げたOしかし､それに
対して腐民の利益は保障されなかった｡都市と農村を区別 して公共財の供給を実施したため､農村
の大部分でインフラ建設が強化されず､巌民は教育と社会保障の両面で政府の財政投入を得られな
かった｡政府は都市に対する投入を増加させたため､農村は政府から公共サービスを得られず､自
己の粥い力で公共サービスの弊用を負担しなければならなかったp
その結朱､都市と農村の格差はますます拡大し､二元的経済構造の特徴は再び強まった,都市と
膿村の二元対比係数は 197年の 02 01年の 01 tコントラス ト 979 .4から 20 .9に低下し､二′: 指数は 19
S陶勇 『二元粋済韓杓下的qJ国水民社会保障制度透視J), 『財経研究』2000年第 11期0 
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年の 0･31から 2001年の 0.35に上昇した｡同時に､都市と農村の所得格差にも拡大傾向が現れ､都
市住民と農相住民の所得比率は 1997年の 2.47二lから 2001年の 2,90:1-上がった0 
1.6.第 6期 (2002-10年):都市と農村の二元的構造が縮小する段階 
2002年 10月､rf]国共葎党第 16回全国代表大会で､｢統頼城郷経済社会発展｣という重要な戦略
と基本思想が出された｡2004年から､｢工業反噛農業､城市支持農村｣(工業が廃業の発展を促進し､
都市が農村の発展をもたらす)と ｢多予少取放括｣(多く与えて､少なく取り､活性化させる)の方
針を実行した｡中国共産党第 16期中央委員会第 5回総会では､｢生産発展､生活寛裕､郷風文明､
相客整潔､管理民主j(生産を発展させ､生活を亀かにし､気風を改善し､相を美しくし､民主的管
理を行う)という要求に従って社会主義新儲相を建設するという重大な歴史任務が提出された｡国
家は､工業と農業の二部門間における国民所得の分配構造を変え始めた｡公共財政から儲業 ･農村
に対する投入と農相インフラ建設に対する投入を増加させ､公共財政が廃村をカバーする範囲を拡
大していった｡国家は､農村の余剰労働力の移動を合理的に導くことを重視し､都市と農村の統一
的労働力市場を建設し､出稼ぎ労働者に対する各種の不合理な制限を撤廃し､彼らの労働災害 ･医
醗 ･養老 ･教育 ･住宅などに関する社会保障の問題を解決することを塵祝 した｡これらの重大な戦
略的措置は､｢城郷統幕｣を趣旨とし､都市と農村の二元的構造の体制とメカニズムを変えることに
より､労働者と農民､都市と盛付の格差問題を解決することに江著した,このことにより､わが国
の都市と農村の二元的経済構造の転換は､新たな時期に入った｡都市と農村の二元対比係数は 2002
年の 0.16から2006年の 0.18に上昇し､二元コントラス ト指数は 2002年の 0.36から2006年の 0.31
に低下した (図 1参照)｡ 
2.中国農村の発展と転換の基本的経験
建国以来の二元的経済構造が一元化へ転換することが基本動向である｡しかし上で述べたように､
この転換は連続的に行なわれたのではなく､何度も前進後退と迂回を経ながら変化したのであるO
とくにこの転換に影響した諸要素は多藁かつ複雑であり､たえず変化が見られたO
都市と農村の二元的構造の間越は､農村を消滅させることによってではなく､農村の発展と転換
を推進することによってのみ解決できるo眉持すは､食料 ･労働力 ･資本 ･外国為替などで多くの貢
献をしている｡改革期の GDP成長に関して､偉業から非農業-の労働力移動の真献率は 21%であっ
たo Lたがって､膜民が豊かになれば､社会の調和が実現する｡都市と般村､非巌業と農英との関
係を根本から調整し､経済的社会的資源の都市 ･非農薬から農村 ･農莱-の移動を促進 し､農村に
公共サービスを公平に提供し､繁栄し安心して暮らせる社会主義新農村を建設するべきである｡ 以
下では､5つの要点を述べる｡ 
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(1)農相の安定した上地制度は､農村の発展と柾換の根本保言止である｡土地は､農村の最も重要な
生産手段であり､巌民の最も根本的な利益である｡したがって､農村の土地請負関係を安定化させ､
法律と政策を制定し､十分に保障された七他請負経営権を儲民に与えることが重要である｡また､
土地請負経営権の健全な流通市場を創設 し､法律に基づいた上地請負経営権の自発的有償譲渡を康
民に許可する｡
農地の財産権関係と治権構造の革新を進め､殿地の市場化を促進する｡農家の土地請負関係の長
期継続を維持するという前提の下で､戯地借地権の市場化と儀地譲渡権の法制化の改革を促進する｡
また､土地の譲渡権､株の買い取り権､抵当権､相続権などの権利を巌家の土地謂負及び経営権の 
r･ 畏家の土地請負経営権に物権の性質を持たせる｡Tに組み入れ､転換過程で､)
さらに､居住地で集団的所有権を典有する権利も与える｡農民に経済的価値のある土地の財産権
を得させることにより､農民の宅地に対する権利を改善する｡また､巌民の宅地に対して法律上で
永久の物権を与えるO農民の宅地については､一定の面積まで金鉄に換算できることを明確にする.
農民の宅地の権利譲渡の拡大について､ 一連の法制度を制定し､遇民の宅地の権益保護を強化して
いく｡
さらに､土地収用の制度を改善して､ ヒ地を収用される巌民に合理的な経済的補償を得させるO
従来の ｢募集する｣に代わって 買う｣という土地収用の制度を逐次創設する｡国家が農村の土地
を収用する時にも､市場の取引原則に従って行い､上地の補償価格は市場価伯によって確定する｡
腐民の宅地の市場価値は､主として同じ地域の商業用地を考慮して決定するOまた､土地収用後の
農民の生活水準なども考膿 して､具体的計算を行･ ) そして､都市と度 i村の全休を統一的に扱う総
合的土地管理制度を8 I設する｡ l
(2)儲其技術の進執 ま､磯村の発展と転換の要点である｡ ロ本の開発経済学者である康充大学教授
早見雄次郎 'とアメリカの開発経済学学者であるミネソタ大学教授 V .ラタンは､ ｢二元的経済柿進を
取り除くことは､廃業近代化の程度にかかっており､巌菜の近代化を推進するのは､農業技術の進
歩とその進歩をもたらす諸要素である｣と指摘した O 9 農業を代表とする伝統的部門の労働生産
性上昇は相対的に遅いが､その一つの重要な原凶は戊業技術の進歩が遅いことである｡今後は農菜
技術の研究をさらに重視 し､儲業の科学体系をさらに改善すべきであるD機業技術の研矧 こ対する
財政投入と政府支援を増加させ､科学研究部門の人額 ･分配 ･管理などを改善し､研究と生産の結
合を強化しながら研究の質を高める｡国家の農業技術普及機関にその役割を十分に発揮させ､農業
の研究 ･教育と農菜に関わる企業の協力を強化すろことによって､高効率 ･協調 ･柔軟 ･多元的な
農業技術の普及体系を作り上げる｡さらに､農業の情報体系を作り卜げ､帖報が鹿村のB %民に伝え 
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られるように努力し､農業の科学成果の普及を促進する｡ 
(3 ･-P)鹿業経済の発展を促進すると｢3l寺に､農村に対する支援を増やすことは､農村の発展と転換の
基礎であるOわが国における都市と農村の二元的経済構造の転換は､主に工業などの非儀某部門の
相対的労働生産性の減少によって実現されたので､膿業などの伝統的部門の相対的労働生産性の増
加は非常に緩慢である｡これも､わが国の都市と農村の｢元的経済構造の転換が遅い一つ塵要な原
因である｡
諸外国の経験によれば､経済発展の初期段階では､国家が=業化戦略を実施するため､一般に巌
業が~E業を育成する政策を実行する｡この段階では､資折が農村から都市-移軌するため､都市と
農村の格差は拡大し､二元的経済構造の特徴はますます強化されていく｡
やがて経済がある程度まで発展 し､一般的には~仁美化の中期段階すなわち 1人当たりGDPが 1000
ドルまで達すると､政府は経済に対して関与 し始める｡工業が農業の発展を促進する政策を実行し､
工業と農業､都市と廃村を協調させて嶺屈させていく｡これによって､都市と廃村の発展の格差が
縮小し､二元的構造は徐々に弱体化し､最後に一元化を実現する｡
わが国は､今､工業化の中期段階にあり､T業から農業への支援を強化し､廃業経済の発展を促
進すべきである∩農業と農村のインフラ建設-の財政投入を増加 し､都市を重視する財政支出の局
軸を一歩ずつ変えていく｡ r三巌｣(儲民､農村､廃業)-の財政支援を強化 し､貸付の利用率を高
めるo都市と巌村の一体化に必要な､交通 ･下水 ･電力 ･衛生 ･通信などのインフラ建設を強化す
ら .邦市の進んだ条件を十分に利用しながら巌村の発展を促進 し､農民に都市住民と同様の快適な
生活をすごさせるOまた､社会保障制度を改杏し､額老保険の範囲の拡大､出稼ぎ農民のための失
業保険の創設､鹿利のl笑癖協力の発展 ･強化､出稼ぎ農民の子女のための託児所 ･学校の建設を行
う｡また､老人の入院について､農民と都市住民とを平等に扱 う政策を実行 し､農村の公衆衛生と
基本的医療保障事業を発展させ改善するoまた農相の社会功業の水準を向上させる｡小中学校 ･病
院 ･文化活動センターなどの施設の建設を改善する｡大衆のアマチュア ･スポーツを強化し､公共
サービスを農村の郷 ･鎮まで広げ､農村公共サービスの発展を加速し､文化活動センター ･医療サ
ービス施設 ･コンビニなどの建設を加速する｡さらに､都市の団地建設の埋念に学んで､農民の自
治意識を強め､模範的な農村コミュニティ管理を行っていく｡ 
(4)都市と巌村では秩序や餅争は必要ではあるが､統一するためには的政的な労働力市場を建設 し
なければならないo平等な就業環境を作ることは､鹿村発展の基本的経路である｡また ｢城郷隔絶｣
戸籍制度を廃止し､統一･ある秩序､自由な人口管理制度を実行し､なるべく迅速に社会保障 ･医療 ･
教育などの福祉の要素を戸籍身分から分離し､都市と農村の住民の平等な権利を実現する｡また戸
籍制度と社会福祉の改革に､互いに補完し且いに促進する関係を作り､これらの改革が順調に進め 
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るようにする｡現代化 ･科学化 ･規範化の要求によって､都市と農村の就業管理を規範化し､労働
力市場の建設を改善する｡就労支援機関を健全化することによって､政策相談 ･職業指導 ･技能育
成訓練などの機能を充実させるOまたインターネット､メディアなどの多形式を通じて､スムーズ
な就職情報ルー トを作り出し､さらに都市と農村を統一する技能育成訓練制度を創設し､労働者の
労働技能と職業選択能力を高め､農村労働力の移動に知的支援を提供する｡ 
(5)農民の教育訓練を通じて農民の素質と技能を高めることは､村発展と転換の基本である｡戯村
経済発展の要点は､労働力の資質の向｣二である｡公共財政による農村教育-の支援を強化すべきで
ある｡基礎教育を強化し､知織を普及し､巌民の知識への意欲を高め､教師の待遇を引き上げる｡
義務教育 ･職業技術教育 ･成人教石などの形式; i通じて､農民に対する育成訓練を強化し､新しいJ:
知識 .技術 ･情報を獲得させるOこのこと .によって､農民の科学文化水準と自己発展能力を高める
ことができ､農民を近代的な市場経済に適応させ､農業現代化の実現に強力な知的支援を提供でき
る｡
おわリに 
rP国建国以来､都市と農相の二元的経済構造は､格差縮小と一元化を某本動向としてきた｡しか
し本稿が明らかにしたように､この転換は連続的に行われたわけではなく､前進と後退を何度も繰
り返し迂回を経ながら行われてきた｡都市と巌村の格差は､拡大と縮小の 6段階を経験したのであ
る｡
都市と農村の二元的構造の関越を解決するためには､農村を消滅させるのではなく､農村の発展
と転換を推進することを中心とすべきである｡そのためには､( 1)農村の安定した土地制度が根本的
保p =E 2農業技術の進歩を促進することがとくに重要であり､( )Tであり､( ) 3農村-の支援を増やすこ
とが基本である｡( 4)都市と廃村の競争と秩序ある統一と､開放的な労働力市場の創設は基本的経路
であり､ ( 5)農民の資質と技能を高めることが根本である｡ 
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